
令和2年度 事業報告書

令和2年4月 1日から令和3年3月 31日まで

特定非営利活動法人デザインリブ

1事業の成果

天然素材の洗剤や漂白剤を使用することが環境の面において重要であることを広める啓蒙を

行っていたが、コロナウイルス感染症の拡大防止のために、活動を休止した。

2事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動にかかる事業 【事業費の総費用】0千円

(2)その他の事業

事業名 事業内容
実施
日時

実施 従事者
の人数

の範囲及び
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支出額
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書式第13号 (法第28条関係)

令和2年度 活動計算書
令和 2年4月 1日 ～令和 3年 3月 31日

特定非営利活動法人デザインリブ

科 日
る その他の事業

合計
金額 小計/合計 金額 小計/合計

1 受取会費
正会員受取会費
賛助会員受取会費
受取寄附金
受取寄附金

26,000
0

2

施設等受入評価益
３

　

４

受取助成金等
受取補助金
事業収益
環境配慮製品の開発普及事業収益
芸術自然科学教授体験教育事業収益
経済活動活性・起業支援事業収益

０

０

０

０

　

０

(その他の事業)物品の販売事業収益 ｎ
ｖ
　

　

Ｕ^

Ⅱ

5 その他収益
受取利息
経常収益計
経常費用
1 事業費
(1)人件費
給料手当
退職給付費用
福利厚生費
人件費計
(2)その他経費
会議費
旅費交通通信費
施設等評価費用
施設使用料
印刷製本写真費
交付支援金
雑費

2

その他経費計
事業費計
管理費
(1)人件費
役員報酬
給料手当
人件費計
(2)その他経費
消耗品費
水道光熱費
旅費通信運搬費
雑費 6,000
その他経費計
管理費計
経常費用計
当期経常増減額

Ⅲ 経常外収益
経常外収益計
Ⅳ 経常外費用
経常外費用計
税引前当期正味財産増減額
法人税、住民税及び事業税
当期正味財産増減額
前期繰越正味財産額

20,000

20,000

次期繰越正味財産額 161 731



書式第 15号 (法第 28条関係)

貸 借 対 照 表

令和 3年3月 31日 現在

特定非営利活動法人デザインリブ

(単位 :円 )

科
日
【 金 額

I 資産の部
1 流動資産
現金預金

未収金

流 動 資 産 合 計

2 固定資産
(1)有形固定資産

車両運搬具

什器備品

有形固定資産計

(2)無形固定資産

無形固定資産計

(3)投資その他の資産

敷金

投資その他の資産計

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部
1 流動負債
未払金

流 動 負 債 合 計

2 固定負債
長期借入金

退職給与引当金

固 定 負 債 合 計
負 債 合 計

Ⅲ 正味財産の部
前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

161,731

0

161,731
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書式第 16号 (法第 28条関係)

令和 2年度 計算書類の注記
令和3年3月 31日

特定非営利活動法人デザインリブ

1.重要な会計方針

計算書類の作成は、NPO法人会計基準 (2010年7月 20日 NPO法人会計基準協議会)によっています。

(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法
評価基準 :原価法.評価方法 :後入先出法。
(2)固定資産の減価償却の方法
定額法

(3)引 当金の計上基準
・ 退職給付引当金等引当金の計上はありません。

(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理
当期において施設の提供等の物的サービスを受けることはありませんでした。

(6)消費税等の会計処理
税込方式

2.事業別損益の状況

3.施設の提供等の物的サービスの受入の内訳

施設の提供等の物的サービスの受入れはありませんでした。

内 容 : 薦形1ヨ 質申方法
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I 経常収益
1・ 受取会費
2.受取賛助会費
3.受取助成金等
4.事業収益
5。 その他収益

経常収益計
Ⅱ 経常費用
(1)人件費
給料手当

福利厚生費

人件費計
(2)その他経費
会議費

旅費交通費

通信費

施設使用料

交付支援金

消耗品

雑費

その他経費計

経常費用計

当期経常増減額

科 目

特定非営 ;

環境配慮製品
開発普及事業

芸術自然科
学教授体験
教育事業

経済活動の

活性化支援
活動事業

その他の事業

物品の販
売事業

事業部門
小計

管理部門
小計

合計

ｎ
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4.使途等が制約された寄附金等の内訳

使途等が制約された寄附金等はありません。

当法人の正味財産は141,731円 です。使途が特定されているものはありません。

5 固定資産の増減内訳

過去現在を通して、固定資産を保有していません。

6.借入金の増減内訳

借入金はありません。

1期首残高 当期借入 当期返済

7.役員及びその近親者との取引の内容

役員及びその近親者との取引はありません。

役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

8 
ふ2撃言電輩甚]、璽摯警会

の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明ら

特にありません。

・ 事業費と管理費の按分方法

人件費については従事した時間の割合による。
その他の経費については使用量 (時間)の比率による

・ その他の事業に係る資産の状況                該当なし。

Fi:り『菫爾折目 巴gi:」ビ:回]」
内容

合計

車両運搬具
什器備品
無形固定資産
投資その他の資産
敷金

科 目 計算書類に計上された金額
内役員及び近親者 との収

弓|

(活動計算書)

活動計算書計
(貸借対照表)

管借対照差計



財 産 目 録

令和 3年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人デザインリブ

(単位 :円 )

科 目 金 □

I 資産の部
1 流動資産
現金預金

手元現金 0預金

未収金

事業未収金

流 動 資 産 合 計

2 固定資産
(1)有形固定資産

車両運搬具

什器備品

有形固定資産計

(2)無形固定資産

無形固定資産計

(3)投資その他の資産計

敷金

投資その他の資産計

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部
1 流動負債
未払金

事務用品購入代

流 動 負 債 合 計

2 固定負債
長期借入金

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

正 味 財 産

161,731

161,731

161,731



年 間 役 員 名 簿

令和2年4月 1日から令和3年 3月 31日まで

特定非営利活動法人デザインリブ

1確認事項 (法第20条及び第21条の確認)

日 以下の役員には、欠格事由者が含まれていない(法第20条関係)。

日 各役員について、親族の規定に違反していない(法第21条関係 )。

役員一覧

役名 氏  名 前事業年度中
の就任期間

報酬を受けた

匿固

理事

(理事長)

キレス ケイコ

キレス 啓子

令和02年 4月 1日

令和03年 3月 31日

令和
令和
年 月 日から
年 月 日まで

(報酬を受けていない)

の
乙 壁]三コ

イノウエ ハルコ

井上 治子
令和02年 4月 1日

令和03年 3月 31日

令和
令和
年 月 日から
年 月 日まで

(報酬を受けていない)

う
０ 理事

カタギリヤスタダ

片桐 靖忠
令和02年 4月 1日

令和03年 3月 31日

令和02年 4月 1日

令和03年 3月 31日

令和 年 月 日から
令和 年 月 日まで
(報酬を受けていない)

五
可 監事

イトウシゲカズ

伊東 成一
令和 年 月 日から
令和 年 月 日まで
(報酬を受けていない)



書式第19号 (法第28条関係)

社員のうち10人以上の者の名簿

令和2年3月 31日現在

特定非営利活動法人デザインリブ

氏 名

1 キ レ ス 啓 子

2 井 上 治 子

3 片 桐 靖 忠

4 星 野  卓 二

5 代 島 裕 世

6 森 永 と し 子

7 加 藤  俊 之

8 渡  邊   圭

9 樋  日  仁

10 伊 東  成


